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高温反応ルー トとは異なる。Cu‐Zn触媒の反応ルー トは後ほど示すが,従来の低温ルー トは
主に二段階反応である。
1,一段法蟻酸メチル還元法
CH30H tt CO = HC00CH3     (1)
HC00CH3 + 2H2 = 2CH30H     (2)
CO + 2H2 = CH30H      (3)
BASF法,Leonard法,Halcon/SD/Bethlehem Steel法な どは このル ー トで あ る。
2,ワンステップで上記二段反応を完成する一段合成法










CO + H20 = C02 + H2                  (4)
C02 + H2 + C2H50H = HC00C2H5 + H20     (5)


















リアクター内を2 Mpaの反応ガスで 3回置換 した後,炭酸ガスを含む合成ガス (C032%,C02
4.7%,Ar 3.1%,H2balance)を3 MPa導入した。Arは一酸化炭素あるいは炭酸ガス転化率
計算用の内表として用いた。
′ θ 計 算 方 法
本研究ではCO転化率は常にプラスであつたが,炭酸ガスの転化率がマイナスーになるケー



































元され,金属銅および Cu+1になったと思われる。Table lとFig。2から金属銅が活性.サイ ト
であると推測できる。銅の害J合が非常に
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Fig. I Effect of coexisting ethanol
Catalyst weight, 0.2g; total solvent
amount, 5ml; reaction time, 2hi
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Fig.2 Variation of Cu/(Cu + ZnO) molar ratio
with conversion and selectivity of methanol
synthesis
T : 443 K; initial pressure : 30 bar; reaction
time: 2h; catalyst : 0.20 g; ethanol 10 mL.
新規低温メタノール合成法を開発するため,新しい反応機構による合成法を検討したとこ
ろ,今回開発した銅/酸化亜鉛触媒を用いることにより170℃という低温でのメタノール合成
法を開発した事が分かった。今後この触媒を用いてプロセス等を検討しさらなる活性の向上
をはかる予定である。
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